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要旨 

本研究の目的は精神科医療や地域精神保健に関わる支援者が研究成果を活用できるよう、

本研究班の各分担研究班で実施する調査の結果を紹介する Web サイトを作成することであっ

た。類似の目的ですでに運営中の精神障害当事者の地域生活にかかわるエビデンス紹介サイ

ト「こころとくらし」に関するアンケート結果等も参考に、閲覧者にとって視認性が高く、

利用しやすいコンテンツページのレイアウトを検討した。本研究班でデータ収集を行った

「精神科外来医療ケースマネジメントに関連する診療報酬に関する実態調査」、「精神科病

院からの退院患者における外来ケースマネジメントに関する診療報酬についての実態調

査」、「医療サービスと障害福祉サービスの連携（医福連携）の課題に関する研究」の結果

を反映した Web サイト「精神科ケースマネジメント研究班」

（https://www.ncnp.go.jp/nimh/chiiki/pcmr/）が公開済である。今後も精神科ケースマネ

ジメントに関する研究班や事業の成果物を掲載し、療養生活継続支援加算や精神科共同指導

料といった関連する診療報酬の算定を検討している、また医療と福祉の連携について模索し

ている医療機関や支援者がワンストップで必要な情報を得られる Web サイトとして運営する

予定である。 

A. 研究の背景と目的

Web サイトを用いた健康医療関連情報の提

供はすでに市民権を得ており、多くの人にと

って便利である反面、一定のリスクもある。

2016年にはキュレーションメディア「WELQ(ウ

ェルク）」において不正確な医療情報の拡散が

話題となった 1)。2020 年代に入ってもソーシ

ャルメディアで不正確な健康や医療に関する

情報が発信されたり、匿名で質問ができるWeb

サイトでおそらく非専門家であろう回答者に

よる科学的根拠に欠ける回答がまことしやか

に流通したりしている。例えばコロナ禍にお

いては Covid-19 に関する情報発信のうち最

大で約 3 割に誤情報が含まれていたと報告さ

れている。情報の洪水による望ましくない二

次的影響は”Infodemic”とも呼ばれ対応が迫

られており 2）、同様の状況はメンタルヘルス

ケアに関しても見られている 3）。健康医療関
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連情報を提供する Web サイトが玉石混交の状

況であることに対して、米国では国立衛生研

究所（NIH）や国立補完統合衛生センター

（NCCIH）が各種療法・施術やサプリメント等

に関する情報発信を行っており、我が国でも

日本インターネット医療協議会は「e ヘルス

倫理コード」を策定するなど対応が進んでい

る 1）。本研究班を含む厚生労働科学研究費補

助金を資金とした研究班の成果についてはす

でに厚生労働科学研究成果データベース

（https://mhlw-grants.niph.go.jp/）で情報

提供がなされている。これらに加えて学術研

究になじみのない閲覧者でも安心して気軽に

情報にアクセスできるような公的機関が運用

するプロットフォーム上での情報発信も今後

求められることが想定される。 

以上の検討から、本分担研究班では本研究

班が実施する調査の結果を紹介する Web サイ

トを作成することを目的とする。

B.方法

「こころとくらし」閲覧者に対するアンケ

ート調査の結果を踏まえて 4）、新たな Web サ

イト構築にあたり、下記の検討を行った。

・コンテンツについて

従来、学術論文や研究報告書は背景、目的、

方法、結果、考察の順番に記述することが定

石とされている。他方、こうした形式になれ

ない読者や閲覧者からすると順番に読んでい

くうちに関心が薄れて結論に行きつかない、

そもそも時間がない、などの理由で結論を早

く知りたいというニーズがあることが推察さ

れた。そこで研究結果の紹介ページの冒頭に

各分担研究班で実施した調査の結果について

平易な言葉かつ Q&A 方式で掲載した。中ほど

には考察にあたる今後の課題や展望等を記述

し、最後に調査実施の方法などをより詳しく

知りたい閲覧者のために調査の概要、方法、

報告書の書誌情報等のリンクを配置した。 

・ユーザーインターフェースについて

研究内容や結果の説明において学術論文に

みられるような図表やテキストでの説明では

なく、イラストを多用し、文字を大きく見や

すく配置した。また Web ブラウザでの閲覧に

加えて、スマートフォンやタブレットでの閲

覧数も相当数に上ることが予想されたため、

これらのガジェットで閲覧した際にもストレ

スなく必要な情報が入手できるよう 1 つのペ

ージの縦の長さなどを調整した。 

B. 結果

「精神科ケースマネジメント研究班」と題

した Web サイトを作成し、公開した。 

サイトを構成する各ページにおいて工夫し

たのは以下の点である。 

・トップページ

地域精神保健に関連する情報が提供できる

ことを視覚的に訴求するため、街並みを連想

させる温かみのあるイラストをページのトッ

プ部分に配置した。Web サイトとケースマネ

ジメントの説明について平易な言葉で説明す

るテキストを掲載した（図 1）。 

・ケースマネジメントとは

定義、支援形態、支援内容についてイラス

トを用いて説明した（図 2）。

・研修

令和 4 年度に新設され、本研究班で実施さ

れた各調査の主要なテーマである「療養生活

継続支援加算」の概要や狙い、支援の実際に

ついて説明した研修動画を掲載した（図 3）。 

・ツール

「療養生活継続支援加算」の算定をする際

に有用なガイドラインやアセスメントシート

等がダウンロードできるよう掲載した（図4）。 
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・研究の紹介 

本研究班で実施された研究の一覧を押下で

きるボタン上に配置し、研究結果の紹介ペー

ジに遷移できるようにした（図 5）。 

 

・研究結果の紹介ページ  

各調査のリサーチクエスチョンを平易な質

問形式で記述し、結果の説明では簡素化した

グラフや色彩を活用した。研究報告書では考

察にあたる得られた知見は LINE など SNS で

みられる吹き出しで表示した。調査結果のす

べてを掲載するのではなく、その研究におい

てもっともインパクトがある結果に絞って掲

載した。情報の取捨選択にあたっては本研究

班に研究協力者として参画している当事者 5

名に意見を求めた。 

ページ最下部に研究の背景、方法を簡潔に

掲載し、厚生労働科学研究成果データベース

の当該研究報告書が掲載されているページに

遷移するリンクを設置した（図 6）。 

 

D.考察 

Web サイト作成にあたっては昨年度実施し

た「こころとくらし」閲覧者アンケートの結

果の基づき、イラスト等のユーザーフレンド

リーな表現と研究結果に関する情報をバラン

スよく配置することを目指した。研究の紹介

ページ内に研究結果をどのように、またどの

程度掲載するかについて、分担研究者と当事

者経験をもつ研究協力者の双方からの意見を

得て、これを反映することができた。この取

り組みは今後多くの支援者にサイトを閲覧し

てもらい研究結果を普及させる、という意図

に加えて Patients and public involvement5）

の観点からも望ましい取り組みであったと考

える。 

今後も上記の方針を維持しつつ、精神科ケ

ースマネジメントに関する研究班や事業の成

果物を掲載し、本領域に関心を寄せる医療機

関や支援者がワンストップで必要な情報を得

られる Web サイトとして運営する予定である。 

 

E.健康危険情報 

なし 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

なし 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

Web サイト：精神科ケースマネジメント研究

班

（https://www.ncnp.go.jp/nimh/chiiki/pcm

r/about.html） 
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図 1 トップページ 
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図 2 ケースマネジメントの定義、支援形態、支援内容 
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図 3 研修動画  
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図 4 ダウンロード可能な各種ツール 
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図 5 実施された研究の一覧 
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図 6 研究結果の紹介ページ 

リサーチクエスチョンを平易

な質問形式で記述

グラフや表は簡素化し色彩を

活用 

得られた知見は LINE など

SNS でみられる吹き出しで

表示 

結果のすべてを羅列せず、 

注目すべき事柄に絞って表示 
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